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【序論】
Brazelton（1962）は，生後3カ月間における泣きぐずり時
間のピークが生後6週目に見られたと報告した。この現象
は一般にコリックと呼ばれる。Rijt-Plooij & Plooij（1992）
は，在胎週数に基づく出産予定日起算の修正週齢で見た
場合，そのような定期性ぐずりが生後20カ月間に10期（以
下「ぐずり期」）あると示唆した。コリックを含め，0歳児に
おける定期性ぐずりは家庭での先行研究で複数再現され
ている（Hunziker & Barr, 1986; 石川他，2024; Sadurní 
& Rostan, 2002）。本研究では，1歳頃の修正50.5-54.5週，
59.5-64.5週，70.5-75.5週で示唆される定期性ぐずりの再
現を，乳幼児の第二の生活の場である保育所で試みる。
【方法】
対象：東京都内にある2園の0-1歳の園児8名。
期間：2023年5月-2024年2月。
方法：担任保育者に週1回，質問紙を実施。
質問：Rijt-Plooij & Plooij（1992）の退行的ぐずり尺度（計
18問）と石川他（2024）の抱き誘引的ぐずり尺度（計1問）
を保育者向けに修正。
分析：各児の各修正週齢における2尺度の結果を符号化し
た。当該データの週齢毎の平均値を基に，ぐずり期とその
前後の期間を比較するため，ぐずり期の各週とそれと対応
する前の週と後の週の平均値を引数とするWilcoxonの符
号付順位和検定を行った。有意水準は5％とした。
倫理：東京学芸大学研究倫理委員会に研究実施計画書の
承認を受け，遵守。
【結果】
ぐずり期にあたる週齢帯では，各ぐずり期の前後の週齢帯
と比べ，抱き誘引的ぐずりが有意に多く（p=.030，n=28），
退行的ぐずりが有意傾向で多い（p =.067，n = 28）。個別
で見ると，前後の週齢帯と比べ，59.5-64.5週に抱き誘引的
ぐずりが有意傾向で多く（p=.063，n=10），70.5-75.5週に
退行的ぐずりが有意傾向で多い（p=.063，n= 10）。
【考察と展望】
本研究は，家庭での先行研究で示唆された1歳児の定期
性ぐずりを大まかに再現し，同現象が保育所でも発生する
ことを実証的に示唆した。次の展望として，対象児の午睡
記録と照らし，定期性ぐずりの睡眠への影響を検討する。
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【目的】
我が国において，出産後1年以内の産婦の抑うつや不安に
対する支援的介入の効果を体系的に検討した研究はない。
本研究では，産婦の抑うつや不安の軽減に効果的な方法
を文献的に調査し，産後ケア事業において効果的な支援
を提供するための基礎資料を得ることを目的とした。
【方法】
医学中央雑誌，CiNii Research，PubMed，Cochrane 
l ibraryを用いて，2023年8月までに日本語または英語で
出版された文献を検索した。日本国内の出産後1年以内の
産婦を対象として，支援を実施し，抑うつや不安の変化を
評価した原著論文を採用した。採用した文献は，研究デ
ザイン，対象人数，介入時期，支援方法，評価時期，主な
結果，評価方法の項目で整理した。支援方法は，産婦1名
に対して行われる支援を個別型，産婦2名以上の集団に対
して行われる支援を集団型と定義して分類した。
【結果】
医学中央雑誌から15件，CiNii Researchから3件，PubMed
から3件，Cochrane libraryから1件の全22件を採用した。
個別型の支援は17件，集団型の支援は5件報告されていた。
個別型の支援について，特定の助産師による継続支援，
産婦の健康状態やニーズの評価に基づいた包括的な支援，
アプリによる相談サービス，タッチケア等が，産婦の抑う
つや不安を軽減していた。これらの支援のうち8件は，医
師や看護職等の多職種で提供されていた。集団型の支援
について，育児支援，運動支援，ベビーマッサージ，在日中
国人を対象とした日本との文化の差異に着目した支援は，
産婦の抑うつや不安を軽減していた。
【結論】
個別型と集団型の支援のいずれも産婦の抑うつや不安の
軽減に効果的であることが示された。支援体制として，産
婦の健康状態やニーズの評価に基づいた包括的な支援計
画を作成すること，産後ケアを医師や看護職等の多職種
連携により提供することが支援効果を高めることが示さ
れた。
この調査は，令和５年度こども家庭科学研究費補助金成
育疾患克服等次世代育成基盤研究事業「科学的根拠に
基づく身体的・心理的な産後のケアの効果的な実施を推
進するための研究」の助成を受けて実施した。
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【背景・目的】
食中毒を始めとする感染症（感染経路）対策としてのゴー
ルドスタンダードは「手洗い」であることは言うまでもない。
しかしながら、園の職員研修「食中毒」対策のリーダ―を
務める栄養士（管理栄養士）や、子ども環境の衛生管理や
子どもに向けての安全教育である保健活動（手洗い教
室）を行う保育者は、学生時代に習った保健等の教科書
レベル知識だけでは、園で預かった子どもの命や健康を
守れないことを、研究者は、園の分野別リーダーを育成す
る多くの「保育士等キャリアアップセミナー」の中で、自身
の以下の実験結果を通し、手洗後であっても清潔と過信し
てはいけない事、食べ物を取り扱う際は、必ずグローブの
着用が大事である事を教えている。
①手洗いに慣れていない者は、むしろ手洗いによってむし
ろ菌が増えてしまうこと
②手洗い時間が長い（60秒）、2回手洗い（10秒手洗いを2
回）といった煩雑な方法では、菌が増える傾向にある
③手洗いにおける除菌率と増加率の観点から、妥当な手
洗い時間は教科書どおり30秒（ハッピーバースディを2回歌
う長さ）である
④手洗いで増加した菌は常在菌（表皮ブドウ球菌・黄色ブ
ドウ球菌）であり、食中毒の原因菌の１つが増えている
そこで今回新たに、研究者のゼミナールに所属する将来園
等の栄養士志望の学生を対象に、手洗い食毒後の効果を
検証し、分野別リーダーの対策活動の１資料をつくること
を目的とした。
【方法】
ゼミナール生計24名を対象に、A石鹸手洗い30秒とBアル
コール消毒（3.0ml）のみの2つの条件に分け、それぞれの
一般細菌および黄色ブドウ球菌数から手洗い効果をグロ
ーブジュース法より検証した。
【結果・考察】
菌培養に成功した19名の全体結果より、菌が増えてしまっ
た者は19名中12名と多く、手洗い消毒前の一般細菌数お
よび黄色ブドウ球菌数の平均の値は、それぞれ1.7×10５
CFU、3 .4×10 4CFUであり、手洗い消毒後のそれは
4.7×10５、9.8×10４とどちらも増加を示した。いかに手洗
い消毒によって、皮膜下の常在菌が手の表面にでてきやす
いのか今回の実験をもっても確認することができた。この
ことは、手洗いやアルコール消毒が必ずしも感染症の万全
な策ではないことが伺えた。学会発表の場では、条件の
違いによる効果をお示しする。
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【目的】
夜間の授乳回数が多いと母親の睡眠は分断されることに
よる育児負担の増加が懸念される。本研究は、夜間の授
乳回数が生活習慣を整えるための養育行動の有無と関連
するか、また、その関連に月齢による差異があるかを明ら
かにすることを目的とし実施した。
【方法】
茨城県某市内で2016年1月1日から2017年12月31日の間に
生まれた子ども496人の4～5ヵ月と7～8ヵ月の乳児健診時
の問診データを解析対象とした。分析はまず、一元配置分
散分析により授乳形態（母乳・混合・ミルク）により夜間覚
醒回数が異なることを確認した。次に、夜間の授乳回数を
従属変数とし、生活習慣を整えるための養育行動「朝7時
までに起こしているか」、「夜9時までに寝かせているか」、
「夜はすべての電気を消しているか」、「毎日散歩を行っ
ているか」を独立変数とした重回帰分析を、授乳形態別に
生後４ヵ月、７ヵ月のそれぞれにおこなった。なお本研究
は茨城キリスト教大学倫理審査委員会の承認を受け実施
した。
【結果】
欠損を除く466件（生後４ヵ月）および479件（生後７ヵ月）
が解析対象となった。生後４ヵ月、７ヵ月ともに、ミルク授
乳が他の授乳形態より児の夜間の授乳回数が有意に少な
く、７ヵ月では混合授乳がもっとも夜間授乳が多かった。
重回帰分析の結果、生後4ヵ月時点では、混合授乳の「夜
９時までに寝かせる」習慣で有意に夜間授乳回数が多い
結果となった。また生後７ヵ月時点では、混合授乳の「朝７
時までに起こす」習慣がある場合に夜間授乳が有意に少
なく、ミルク授乳では「夜9時までに寝かせる」習慣で夜間
授乳が有意に多い結果となった。
【結論】
朝起こすという養育行動が夜間授乳回数を減らす可能性
について、生後７ヵ月の混合授乳でのみ示されたが、その
有用性については児の睡眠の質も含めた介入研究等によ
る検証が必要である。
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